
高知市教育委員会

　　

平成20年度　長期欠席・不登校の予防・支援構造図　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　  学級経営

不登校を生じさせない学校づくり
― 進路未定者ゼロをめざして ―

 
 
    子どもたちが相互に支え合い，教員と子どもたちがしっかりとした信頼関係に結ばれた,
    子どもたちが行きたくなる，来たくなる，魅力ある学校

　

　

　

 

 　・教育研究所
   ・少年補導センター
   ・子育て支援課
　 ・生活福祉課
　 ・児童相談所
   ・少年サポートセンター
   ・他相談機関
   ・医療機関

「楽しい学校生活を送るための
　アンケートＱ－Ｕ」の実施

不登校対策専門家支援チームの派遣

不登校予防・支援のための資料配布

欠席児童生徒調査の実施
不登校対策プロジェクトチームによる
分析と学校支援

子どもたちの意識の実態

　　意欲的に取り組ん
　でいるが，友だち関
　係のトラブルの多い
　子どもたち

    　学級内に居場所
  があり，学校生活に
  満足している子ども
  たち

    　いじめや悪ふざけ
　 を受け，不安傾向が
　 強い子どもたち

　　認められることが
　少なく，活動意欲の
　低い子どもたち

学校を回避する理由

  ・  いじめや人間関係のトラブル
　・　勉強が分からない
  ・  先生との関係
　・　集団になじめない
　・　学級の雰囲気が合わない
　・　無気力でやる気が起こらない
  ・　生活リズムが乱れている
　・  家庭の事情

支 援 機 関

　                                             取り組みの成果（社会的自立・進路保障）

　Ｑ－Ｕの効果的な活用
　

　　初期対応の充実
　・日々の出席管理と
　　家庭訪問の徹底

　・欠席児童生徒への
　　チーム支援体制づくり
　・個別指導計画の作成・支援

教員の指導・
授業力
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予防と支援の一体化

長期欠席・不登校の予防・支援

具体的な施策

授業改善

チーム支援

信頼関係

 
  　 どの子にも授業がよく分かり，一人ひとりの子どもに居場所があり，

家庭の教育力

学校に行けない子どもたち

日々の出席管理と家庭訪問の徹底

進路未定者への支援

不登校対策委員会担当者研修会
（年間4回）の実施

スクールソーシャルワーカー（SSW）
の配置

中学校卒業後進路が定まらなかった者
　　　　（高知市立中学校卒業生）

※　平成19年度は，５月１日現在の状況（平成19年度から春野中を含む）

教育長が，各中学校の職員会において取
り組みを要請。町内会・青少協等のさま
ざまな団体の総会の場へ出向き，現状説
明と協力要請

平成20年５月２日


